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　彩の国職業能力開発促進大会において県内に就業する
技能者や団体の顕彰を行う。
　また、技能五輪全国大会出場選手に対する支援を行う
ことにより若年技能者の出場促進を図る。
（１）技能者、団体の顕彰　　　　　　　  　 80千円
（２）彩の国職業能力開発促進大会の実施 　 317千円
（３）技能五輪全国大会出場支援　　　　　1,190千円

（１）事業内容
　　ア　技能者、団体の顕彰　　　　　　　　 80千円
　　　　彩の国優秀技能者表彰、彩の国青年マイスター表彰等を実施する。
　　イ　彩の国職業能力開発促進大会の実施　317千円
　　　　広く社会に技能を尊重する気運を高め、技能者の職業生活の安定を図るとともに、職業能力開発の促進と技能
　　　　評価制度の一層の充実発展に寄与するため、職業能力開発促進月間（11月）に開催する。
　　ウ　技能五輪全国大会出場支援        1,190千円
　　　　若年技能者の技能レベル日本一を競う技能五輪全国大会に出場する選手に対して参加負担金の助成を行う。

（２）事業計画
　　ア　技能者、団体の顕彰
　　　　彩の国技能者表彰審査会開催（9月、1月）
　　イ　彩の国職業能力開発促進大会の実施（11月）
　　ウ　技能五輪全国大会出場選手の支援（11月）

（３）事業効果
　　　令和元年度　技能者の顕彰（彩の国優秀技能者表彰）13人
　　　令和2年度　 技能者の顕彰（彩の国優秀技能者表彰）11人
　　　令和3年度　 技能者の顕彰（彩の国優秀技能者表彰）15人

２　事業主体及び負担区分
全ての事業（県10/10）
　

３　地方財政措置の状況
普通交付税（単位費用）
（区分）労働費（細目）職業能力開発費
（細節）職業能力開発指導費

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.0人＝9,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 1,587

前年額 1,437 1,437

― 産業労働部 97 ―

稼げる力の向上

1,587 150

産業人材の確保・育成



 

事業名

単位事業名 予算額 80千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 80 0 表彰審査会委員謝金　10,000円×4人×2回

合計 80 0

単位事業名 予算額 317千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 117 0 促進大会看板作成　60,873円×1枚＋21,600円×1枚
促進大会パンフレット　190円×160部×1.1

役務費 150 0 促進大会司会者（3名）　150,000円

委託料 50 0 促進大会中継業務委託料　50,000円

合計 317 0

事業内訳書

技能振興費

技能者、団体の顕彰

主な内容

彩の国職業能力開発促進大会の実施

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 1,190千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

報償費 60 0 卓越技能アドバイザー派遣　5,000円×12回

旅費 206 150 県内事業所訪問（協力要請）　1,500円×1人×4日
第61回技能五輪全国大会（愛知）　40,000円×5人

委託料 924 0 選手派遣助成　14,000円×60人×1.1

合計 1,190 150

技能五輪全国大会出場支援

主な内容


